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入門』(中央経済社、2003 年、2011年 3 版)を刊行し、そのエッセンスは第 2 章に活かされている。
しかし、これまで政策評価という観点から政策を検証した研究はほとんどなかった。その理由は、政
策目的と成果との関係が曖昧で、また特定の政策を評価する場合、他の政策の影響も受けるため、単
独の効果を測定することは困難であり、こうした定性的分析の困難さに加えて、定量的データが不足
するなどの問題があるからである。 
本論文の最大の功績は、政策評価そのものに分析のメスを入れたことであり、評価分析の枠組みと
して政策決定過程論における「政策の窓」モデルを援用したことにある(第 1章)。この理論は、政策
過程を問題、政策案、政治という 3つの要素の流れとして捉えるとともに、政策目標が決定される過
程において多様なステークホルダーの影響を受けるために、目標とその実現手段に対する合理性や効
率性を欠くという見方に特徴がある。そうした見方は、中活法の施行を急ぐあまり受け入れ側の体制
が整わず、TMOが期待された調整の役割を果たせなかった経緯を分析した第 4章、ならびにまちづく
り 3法の抜本的「見直し」過程において、人口減少の下での中心市街地への都市機能の集約化という
新しい政策理念が政策選択に影響を与え、どのような成果を生んだのかを評価しようとした第 5章に
活かされている。本論文のすぐれた成果の一つである。 
他方で、新しい法制度のもとで中心市街地以外における地域商業の活性化が喫緊の課題となり、「地
域商業活性化法」(2009)が制定された。そこでは「商店街は地域コミュニティの担い手」であるとい
う役割が再認識されたが、これを第 3の調整機構としての社会的役割として位置づける(第 6章)とと
もに、その評価に際しては、どのような政策が実施されたかというサプライサイドの研究では不十分
であり、政策が地域でどのように展開されたのかというディマンドサイドの視点が不可欠であると主
張する。そこで商業まちづくり政策の中軸を担う中活法について政策、施策、事業という階層レベル
に分解し、入手可能なデータを駆使して成果を評価しようとしたのが第 7章である。こうした評価が
可能となったのは、政策評価法が 2001 年に制定されて以降、事前・事後の評価指標や手続きが明確
になったという事情があり、データを活用した政策評価の先駆的業績といえる。ただし、流通政策に
おいても行政評価のマニュアル化によって業務の効率性が促進される一方で、画一的な評価指標によ
って「政策評価の実質が失われてしまうというリスク」に陥る危険性も指摘される。こうした評価の
問題を含めて、試論(第 8章)ではあるが、地域の多様性や定性的評価も含めた分析として、青森県と
いう比較的類似した環境のもとで、中心市街地の活性化に熱心な都市とそうでない都市とを比較する
ことで、どのように違いが現れているかを中心市街地の商店数、地域での売上のシェアなど、商業構
造の変化と関連づけて検証が行われている。 
政策評価の研究は始まったばかりであり、政策評価として定量的分析と定性的分析をどのように組み
合わせるかなど、今後精緻に展開される余地は残されている。しかし、新しいジャンルに果敢に挑戦
された著者の研究姿勢と成果は高く評価されるべきであり、審査委員会は、全員一致して渡邊氏の業
績が博士(商学)の学位を授与するに値するものと判断した。 
